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 秋田県の横手・平鹿地区で 「農夫症」 と診断された男21名,女33名,計54名につ いて血
 清脂質成分を測定 し,健常者128名,高血圧症136名,虚 血性心疾患84名,脳硬塞8 0名
 と比較 して,次の結論を得た。 なお,検査方法 は血清総コ レステロールはZurkowski 法,
 清 トリ グリセ ライ ドはVan-Hande 1一川 出変法,血清燐脂質はHoef lmayer∈Fri ed 法を用
 い,血漿脂酸構成は島津 ガスクロマ トグラフ GC -10 型を用 い,脂酸の抽出およ びメ チル化は田
 中 らの方法によった0
 1) 農夫症 (+) 群は脂質成分の高値を呈するものと低値を呈するものが混在 し,一定の傾向
 がみられなかったが,これは脂質代謝 の複雑多岐な面を反映 していると思 われ る。
 2) 性別,年令別に検討 してみると,男女ともに30才代では血清総コ レステロールの低値を
 示すものが多く,ことに女においては血清総コ レステロールだけ でなく,血清 トリ グリセライ ド
 も低値を示すものが多い願向がみ られ, 「農夫 症」 の背景 14 低栄養が潜在して いるもののあるこ
 とがうかがわれた0
 3) 男の40才代では血清総コレステロールの平均値が,健常値よりも有意差をもって高値を
 示 し,さらに男の農夫症 (+) 群の血漿脂酸構成は,横手・平鹿地区の高血圧症群のパターンと
 極めてよく 類似 している。 したが って,農夫症症候群が長く続くと,高血圧症ひいては動脈硬化
 症の発症,進展への過程をたどる 可能性 を暗示 しているように思われる。
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 審査結果の要旨
 著者は 「農夫症」 と診断された男 21 名, 女 33 名, 計 54 名について血清脂質成分を測定 し,
 健常者 128名, 高血圧症 136 名, 虚血性心疾患 84 名, 脳硬塞 80 名と比較しているが, 検
 査方法は血清総コ レステロールは Zu rkowski 法, 清トリグリセライ ドはVan -Hande一川
 出変法, 血清燐脂質は Hoeflmayer -F ri ed 法を用い, 血漿脂酸購成は 島津ガスクロマトグ
 ラフ GC- IO型を用い,. 脂酸の抽出むよびメ チル化は田中 らの方法によって検討 し, 次の成績
 を得てい る。 農夫症㈲群は脂質成分の高値を呈する ものと低値を呈するものが混在し, 一定の傾
 向がみ られない。 性別, 年令別に検討 してみると, 男女と もに 30 オ代では血清総コレステロー
 ルの低値を示す ものが多く, ことに女に論いては血清総コ レステ・一ルだけでな く, 血清トリグ
 リセライ ドも低値を示す ものが多い傾向がみ られる。 また, 男の 40 オ'代では血清総コレステロ
 ールの平均値が, 健常値よりも有意差を もって高値を示し, さ らに男の農夫症(+1群の血漿脂酸構
 成は, 高血圧症群のパターンと極めてよく 類似 しているので, 農夫症候群が長く続く と, 高血圧
 症ひいて動脈硬化症の発症, 進展への 過程をたどる 可能 性を暗示 していると結論 してい る。
 したがって, 本論文は学位を授与するのに値する ものと認める。
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